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（写真左上）
「耐塩型ケーブルヘットの塩溜まり」
塩害地区で台風の後などに生成されます。地絡事故の原因となるので十分な洗浄が必要です。

写真（右上）
「キュービクル内に侵入したつる草」
充電部に触れると地絡事故の原因となります。夏場は雑草の成長が速いので、月次点検時に取り除く、
或いは/及び設置者に除草をお願いすることが肝心です。（つる草は、１ヶ月で１ｍ～1.5ｍ程度成長しま
す。）

写真（中央）
「結露による腐食・地絡」
キュービクル内で結露が発生するとメッキボルトの錆び、端子部の腐食、及び絶縁物にリーク痕が見ら
れます。ヒータを設置するか、換気装置を設置する必要があります。

写真（左下）
「クリート碍子のリーク痕」
絶縁物の劣化、汚れ等で発生します。超音波式放電探知器等で点検しましょう。

写真（右下）
「リス、ネズミによる食害」
食害を受ける可能性があるケーブル敷設は、金属製の配管、ダクトに収納し、隙間を閉鎖する必要が
あります。
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